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■開創十周年 

高山神社宮司 多田久美子 

伊勢の津七福神は十周年を迎え、開創十周年記

念祭が、令和 4 年１２月 2 日（金）午前 11 時

より開催されました。 

新型コロナ感染拡大は霊場会のみならず各

寺社の行事も中止や縮小という選択が続く中

で参列者数を限定しての開催となりました。 

天候にも恵まれ、七寺社揃っての祭典を恙な

く納めることができましたことに安堵してお

ります。 

この 10 年を振り返り、次へ続く一歩を踏み

出すことの節目の周年記念祭を迎えることが

できましたことは、偏に友の会会長西田久光様

を始め会員の皆様、そして、四天王寺八の会、

事務局、各寺社関係者、それぞれの皆様方の伊

勢の津七福神へ寄せてくださる、ご支援、ご協

力の賜物と存じ、ここに深く感謝申し上げる次

第です。 

ご逝去された結城神社の宮崎吉章宮司様、四

天王寺の倉島昌行東堂様が導いて下さったも

のと信じてやみません。 

平成 24 年 12 月 2 日の開創までの道のり、

そして1年毎の歩みは私たちが母親から生まれ

出て、乳児から幼児へ、幼児から少年へと育っ

てきたように思えます。 

節目の十周年から青年へと、青年から成熟し

た大人へと進んでまいります。 

前回の第 30 号友の会だよりに、初馬寺の住

職の近藤様が、人間の一生は四苦八苦の連続で、

その八苦の意味を教えてくださっています。 

私達は一つ一つの苦をくぐりぬけて生きて

いるのでしょうか。「苦あれば楽あり」という用

語があります。苦しい事のあとには楽しいこと

がある。苦労は報われ安楽となるということで

す。 

安楽とは、物理的なことではなく、精神的な

ことではないでしょうか。神仏を信じ祈ること、

「信心」。 

神様、仏様の前で手を合わせ祈るとき、心は

落ちつき軽くなります。安楽、心の安らぎなの

かもしれません。 

七福神霊場会は皆様のご支援、ご協力を仰ぎ

ながら、より成熟した会となり、巡拝の方々が

静かに手を合わせ祈ることでより幸せになっ

ていただくようご祈念いたします。どうぞ「信

心なさいませ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊勢の津七福神 友の会だより  令和 5 年 2 月 第 3１号 

観梅祈願祭 

2023 年 3 月 3 日（金）11 時より 

結城神社にて開催いたします。 

祈願祭参加の方は受付にて申し込みください。

祭典の参列には志納金としてお一人 1,000 円か

らのお気持ちを頂戴いたします。 

参列いただきました方には観梅祈願祭中に、祝

詞にて住所・氏名・御祈願をお読み上げ致しま

す。祭典終了後は七寺社の住職・神職と共に梅

園内のお練り行事の行列に加わって頂きます。 

 

高山神社拝殿 
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俳 句  伊藤芳樹さん（藤方） 

・連れ立ちて社寺巡り訪ふ初詣    

・初夢のごとく今年のあらまほし 

・吾が庵に宝船にて七福神       

 

コロナ禍の祭典 

朝日舞 多田宮司 

宮司舞とも呼ばれるように、男性が行うものでもあ

ります。そのため振付もダイナミックです。 

参加された方々と 
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寺社シリーズ 

2月 3日      節分祭 

3月初めの丑の日  初午大祭 

4月 5日      春季大祭 

6月 30日      夏越しの祓い 

（茅の輪くぐり） 

 

 

 

10月 5日       秋季例大祭  

10月第 2土日     津まつり 

歳旦祭・祈年祭・新嘗祭・除夜祭 

 

 

 

【年間行事】 

 

 

 

節分祭（せつぶんさい） 茅の輪（ちのわ）くぐり 

戦国時代の名将藤堂(とうどう)高虎(たかとら)の 

居城跡の麓(ふもと)で高虎公をお祀(まつ)りする

神社です。 

一帯は本丸･西の丸･内堀の一部と共に、日本庭

園を含むお城公園として整備され、桜の名所と

しても有名な憩いの場となっている。 

「絵馬一面」津市指定文化財 

伊賀・名張の町民より文久三年（1863 年）に奉納

されました。彫刻界の名手といわれた安本光政（熊

本出身）作で、欅の一枚ものに桜の寄木で制作され

ています。 

神功皇后の新羅征伐の一場面です。 

 

 

【高山神社 第四霊場 寿老人】 
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■伊勢の津七福神 友の会特典 （会員証をお見せください）  2023.2 

・うなぎのつたや   059-228-3005 本体価格（消費税含む）から 100 円引き  

・榊原舘       059-252-0206 日帰り入浴 お茶進呈  

・谷石材       0595-21-2148 花筒（本体価格）の５％引き     

・はま作       059-228-3088 和菓子サービス     

・ホテル三徳     059-223-3109 宿泊客にコーヒー1 杯サービス  

・お菓子處とらや本家 059-228-4802 1000 円（本体価格）以上お買い上げで 5％引き  

・マキノ回生堂    059-228-5331 1000 円（本体価格）以上お買い上げでティッシュひと箱 

・長谷川印刷     059-228-4465 名刺 100 枚（本体価格） 一割引き 

・飯処 しるべ（大門） 059-261-4116 食事の後、ソフトドリンク 1 杯サービス 

・（株）日塗建     059-271-6066  塗装料（消費税含む）から 10％引き 相談可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記：ご意見、原稿お寄せ下さい。 

梅の花もほころんできました。 

池上 kanon@nifty.com 

2012 年 12 月 2 日 「伊勢の津七福神」が、津市に開創して 10 年が経ちました。 

開創以来巡拝の方は、 7000 名（1 月末）を越え、多くの方に触れていただきました。また、 

現在 150 名の友の会会員の皆様のご協力・ご支援を頂き、この先も歩みを進めて参りたいと

思っています。 

津市内の由緒ある七寺社を巡拝していただく中で、『歴史ある津の町を多くの方々に知って

ほしい』という願いを込めて”伊勢の津七福神”は開創されました。是非、この活動に御賛同く

ださり、巡拝・感謝の心を育て、町おこしの夢を見てみませんか。 

会員の方には、友の会だより・上記お店の特典もございます。 

会  費：1,000 円/年間 

    金融機関：郵便局 

郵便振替口座 ：00820-8-123136  

 口座名義：伊勢の津七福神友の会 

 

《伊勢の津七福神友の会事務局》 

電 話：059-225-8558 

URL：http://isenotsu7fukujin. 

電 話：059-225-8558 

URL：http://isenotsu7fukujin. 

発行：伊勢の津七福神友の会事務局 

〒514-0033 津市丸之内 27-16 高山神社内  

編集後記：ご意見、原稿お寄せ下さい。 

12 月 2 日紅葉美しい四天王寺へ 

 池上 kanon@nifty.com 

伊勢の津七福神 友の会ご案内 

《伊勢の津七福神友の会事務局》 

〒514-0033 津市丸之内 27-16 高山神社内   

電 話：059-225-8558  

 


